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令和７年度　小国町一般会計予算　     ６０億１,１００万円

③公債費（11.0%）

⑤教育費（7.9%）

②民生費（19.6%）

⑩商工費（2.7%）

⑧諸支出金（4.6%）

⑨消防費（3.7%）

⑥衛生費（5.1%）

⑦土木費（13.8%）

⑬予備費（0.1%）

①総務費（25.1%）

④農林水産業費（5.0%）

⑫議会費 (1.2%)

主な歳出項目

①総務費  15 億  754 万円 町の行政、財産、企画、地籍、光ファイバー、ＳＤＧｓ推進、税、選挙などの経費

②民生費  11 億 7,731 万円 福祉向上、障がい者・老人・児童福祉のための経費

③公債費   6 億 5,889 万円 借入金の返済のための経費

④農林水産業費   3 億  160 万円 中山間地域等直接支払、多面的機能支払、家畜改良、有害鳥獣対策、間伐材利用促
進などの経費

⑤教育費   4 億 7,559 万円 学校管理、教育振興、生涯学習、図書室、文化財保護、体育施設などの経費

⑥衛生費   3 億  769 万円 各種検診、予防接種、し尿・ごみ処理等のための経費

⑦土木費   8 億 3,183 万円 町道維持管理・新設改良、住宅管理などの経費

⑧諸支出金   2 億 7,451 万円 特別会計（国保・介護・後期高齢）への拠出金

⑨消防費   2 億 2,320 万円 消防団、災害対策などの経費

⑩商工費   1 億 6,325 万円 鍋ヶ滝公園、地域エネルギー、商工・観光振興などの経費

⑪災害復旧費       1,122万円 災害復旧のための経費

⑫議会費       7,337万円 議会の運営経費

⑬予備費         500万円 予定外の支出および予算を超過した支出へ対応するために準備しておく費用

歳出
60億 1,100 万円

財　　政

⑪災害復旧費（0.2%）
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令和７年度　小国町一般会計予算　     ６０億１,１００万円

主な歳入項目
自主財源 15 億 7,348 万円 町が自主的に収入することが出来る財源のこと

①町税 6 億 2,980 万円 町民税、固定資産税、軽自動車税、たばこ税など

②分担金及び負担金 1,903 万円 特定の事業に必要な経費を負担するもの

③繰越金 5,000 万円 前年度から繰り越したお金のこと

④繰入金 3 億 2,104 万円 基金などから繰り入れるもの

⑤使用料及び手数料 1 億 5,776 万円 町営施設などを利用した際に負担するもの

⑥諸収入他 3 億 9,585 万円 延滞金、雑入（コピー使用料、体育施設、自動販売機収入）など

依存財源 44 億 3,752 万円 国や県が定めた額を交付されたり、割り当てられたりする収入のこと

⑦地方交付税 25 億 6,000 万円 国が、町の様々な状況に応じて交付するもの

⑧国庫支出金
  

6 億 6,480 万円 国から事業を行うために交付されるもの

⑨町債 4 億 3,040 万円 事業を行うために借り入れるもの

⑩県支出金 4 億 9,340 万円 県から事業を行うために交付されるもの

⑪地方譲与税 1 億 1,972 万円 国や県で集めた税金を法令で定められた方法で配布され町へ交付されるもの

⑫地方消費税交付金他 1 億 6,920 万円 国や県で集めた税金を法令で定められた方法で配布され町へ交付されるもの

①町税 (10.5%)

②分担金及び負担金 (0.3%)

⑧国庫支出金 (11.1%)

⑨町債 (7.2%)

⑩県支出金 (8.2%)

⑪地方譲与税 (2.0%)

⑫地方消費税交付金他 (2.8%)

③繰越金 (0.8%)

④繰入金 (5.3%)

⑤使用料及び手数料 (2.6%)

⑥諸収入他 (6.6%)

⑦地方交付税 (42.6%)

歳入
60億 1,100 万円

依存財源 (73.9%)
自主財源 (26.1%)

財　　政
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令
和
７
年
３
月
小
国
町
議
会
定
例
会
で
、
渡
邉
誠

次
町
長
が
令
和
７
年
度
施
政
方
針
を
述
べ
た
の
で
紹

介
し
ま
す
。

▼
予
算
方
針

令
和
７
年
度
当
初
予
算
は
、
国
庫
補
助
金
等
の
特
定

財
源
な
ど
の
歳
入
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
義
務

的
経
費
以
外
の
経
費
の
削
減
に
徹
底
的
に
取
り
組
む

な
ど
、
町
の
更
な
る
成
長
と
発
展
に
向
け
工
夫
を
重

ね
て
編
成
予
算
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

【
総
務
課
】

▼
デ
ジ
タ
ル
行
政
改
革
の
推
進

行
政
シ
ス
テ
ム
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
、
住
民
の
利
便
性

向
上
及
び
職
員
の
事
務
効
率
化
を
目
指
し
ま
す
。
ま

た
、
国
が
推
進
す
る
標
準
化
シ
ス
テ
ム
導
入
に
あ
た

り
関
連
機
器
の
導
入
等
を
進
め
ま
す
。

▼
防
災
消
防
機
能
強
化

防
災
機
能
強
化
と
し
て
避
難
所
改
修
を
実
施
し
ま
す
。

▼
財
産
管
理

　

固
定
資
産
管
理
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
適
正
な
管
理
・

遊
休
地
の
有
効
活
用
を
進
め
ま
す
。

【
情
報
政
策
課
】

▼
地
方
創
生

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
拠
点
施
設
の
ニ
シ
ザ
ト
テ
ラ
ス
を
地
域
住

民
の
交
流
や
Ｅ
Ｓ
Ｄ
教
育
、
テ
レ
ワ
ー
ク
用
事
務
所

と
し
て
展
開
し
、
山
村
に
お
け
る
新
た
な
交
流
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
と
し
て
の
活
用
を
広
げ
て
い
き
ま
す
。

台
湾
士
林
区
と
の
繋
が
り
を
更
に
深
め
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
小
中
学
校
、
国
際
交
流
会
を
は
じ
め
関

係
団
体
と
協
力
し
て
進
め
ま
す
。

▼
地
域
公
共
交
通

生
活
圏
を
と
も
に
す
る
南
小
国
町
と
の
連
携
を
軸
に
、

路
線
バ
ス
、
に
じ
バ
ス
及
び
、
小
国
町
内
向
け
乗
合

タ
ク
シ
ー
の
運
行
並
び
に
、
小
国
郷
と
肥
後
大
津
駅

を
結
ぶ
小
国
郷
ラ
イ
ナ
ー
の
運
行
を
進
め
ま
す
。

▼
ふ
る
さ
と
納
税

多
く
の
方
に
ふ
る
さ
と
納
税
を
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

返
礼
品
事
業
者
の
サ
ポ
ー
ト
と
広
告
活
動
の
充
実
を

図
っ
て
い
ま
す
。
更
に
商
品
の
独
自
性
と
魅
力
向
上

を
図
る
こ
と
で
、
寄
附
額
の
増
加
を
目
指
し
ま
す
。

▼
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
地
熱
資
源
）

「
小
国
町
地
熱
資
源
の
適
正
活
用
に
関
す
る
条
例
」
の

適
切
な
運
用
、
地
熱
開
発
事
業
者
と
町
と
で
組
織
す

る
「
小
国
町
地
熱
資
源
活
用
協
議
会
」
で
の
情
報
共

有
等
に
よ
り
、
適
切
な
規
模
、
手
法
に
よ
る
開
発
を

推
進
し
、
環
境
保
全
と
経
済
活
動
の
両
立
を
目
指
し

ま
す
。

▼
情
報
発
信

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ⅴ
、エ
フ
エ
ム
小
国
、屋
外
放
送
、広
報
等
様
々

な
媒
体
を
使
っ
て
情
報
発
信
を
行
っ
て
お
り
引
き
続

き
住
民
へ
の
円
滑
な
情
報
発
信
に
努
め
ま
す
。

【
産
業
課
】

▼
農
業
振
興

持
続
的
な
農
業
経
営
の
支
援
と
中
山
間
地
域
の
集
落

営
農
と
農
村
集
落
の
維
持
保
全
を
支
援
し
ま
す
。

▼
担
い
手
対
策

農
業
従
事
者
の
減
少
、
高
齢
化
な
ど
の
農
業
担
い
手

不
足
の
対
策
と
し
て
、
国
の
事
業
を
活
用
し
て
新
規

就
農
者
に
対
し
て
支
援
を
行
い
ま
す
。

▼
有
害
鳥
獣
対
策

電
気
牧
柵
や
金
網
柵
設
置
な
ど
の
侵
入
防
止
資
材
等

を
対
象
に
「
有
害
鳥
獣
防
除
柵
設
置
事
業
」
を
実
施
、

更
に
国
の
事
業
を
活
用
し
モ
デ
ル
地
区
（
下
城
田
原

地
区
）
に
お
い
て
侵
入
防
止
柵
の
設
置
を
行
い
ま
す
。

▼
林
業
振
興

県
事
業
や
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
「
林
業
の
成

長
産
業
化
」
と
「
森
林
資
源
の
適
切
な
管
理
」
の
両

立
を
目
指
し
ま
す
。　

林
業
担
い
手
は
、「
林
業
担
い
手
育
成
支
援
事
業
」、「
一

人
親
方
就
労
支
援
事
業
」
や
「
林
業
担
い
手
機
械
導

入
支
援
事
業
」
に
よ
る
施
業
の
効
率
化
に
取
り
組
み
、

建
設
業
と
連
携
し
「
林
業
建
設
業
等
連
携
モ
デ
ル
事

業
」
を
実
施
、
新
た
な
林
業
労
働
力
の
確
保
を
模
索

し
ま
す
。

▼
商
工
観
光
振
興

Ａ
Ｓ
Ｏ
お
ぐ
に
観
光
協
会
を
主
軸
と
し
て
協
力
し
、

杖
立
、
わ
い
た
等
の
温
泉
地
の
魅
力
化
に
努
め
、
鍋

ケ
滝
の
周
辺
整
備
カ
ン
ト
リ
ー
パ
ー
ク
事
業
や
バ
イ

パ
ス
建
設
を
推
進
し
観
光
の
核
と
し
て
安
定
し
た
集

客
を
目
指
し
ま
す
。
観
光
Ｄ
Ｘ
計
画
の
策
定
を
進
め
、

観
光
周
遊
の
促
進
と
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
予
防
・

解
消
に
効
果
的
な
施
策
検
討
を
行
い
ま
す
。

▼
北
里
柴
三
郎
博
士
顕
彰

北
里
柴
三
郎
博
士
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
化
へ
向
け

た
誘
致
活
動
を
行
い
、
一
般
財
団
法
人
学
び
や
の
里

を
は
じ
め
様
々
な
団
体
と
よ
り
一
層
連
携
し
、
北
里

柴
三
郎
記
念
館
入
館
者
数
並
び
に
小
国
町
へ
の
観
光

入
込
客
数
増
加
へ
繋
げ
ら
れ
る
よ
う
努
め
ま
す
。

【
建
設
課
】

▼
道
路
新
設
改
良
費

町
道
下
滴
水
線
（
下
滴
水
橋
）
架
設
工
事
及
び
町
道

蓬
莱
線
改
良
工
事
等
、
ま
た
熊
本
県
過
疎
代
行
事
業

に
よ
る
鍋
ヶ
滝
バ
イ
パ
ス
工
事
の
早
期
完
了
を
目
指

す
と
と
も
に
、
カ
ン
ト
リ
ー
パ
ー
ク
事
業
に
よ
り
鍋
ヶ

滝
公
園
（
第
四
駐
車
場
）
の
整
備
工
事
に
向
け
た
実

施
測
量
設
計
・
園
路
工
事
等
を
実
施
し
ま
す
。

▼
住
宅
管
理

老
朽
化
し
た
住
宅
の
解
体
撤
去
及
び
柏
田
団
地
（
７

号
棟
）
の
外
壁
改
修
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

▼
災
害
復
旧

農
地
、
農
業
用
施
設
、
公
共
土
木
施
設
の
早
期
復
旧

を
目
指
し
、
災
害
復
旧
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

【
税
務
住
民
課
】

▼
地
籍
調
査

大
字
上
田
の
一
部
、
大
字
北
里
の
一
部
、
大
字
西
里

の
一
部
の
一
筆
地
調
査
と
測
量
を
行
い
ま
す
。

▼
人
権
啓
発

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
差
別
の
な
い
社
会
形
成
の
た
め
、

住
民
の
皆
さ
ま
へ
の
人
権
啓
発
の
推
進
を
目
的
に
、

隣
保
館
交
流
促
進
事
業
、
人
権
啓
発
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
、
人
権
啓
発
セ
ミ
ナ
ー
等
の
開
催
及
び
男
女
共
同

参
画
社
会
推
進
の
各
種
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
福
祉
課
】

▼
地
域
福
祉

住
民
相
互
の
支
え
合
い
機
能
を
強
化
し
、「
支
え
る
側
」

「
支
え
ら
れ
る
側
」
と
い
う
従
来
の
関
係
を
超
え
て
、

人
と
人
、
人
と
社
会
が
つ
な
が
り
地
域
を
共
に
創
っ

て
い
く
「
地
域
共
生
社
会
」
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

▼
障
害
者
福
祉

障
が
い
の
あ
る
人
の
人
権
を
尊
重
し
、
地
域
生
活
を

安
心
し
て
続
け
ら
れ
る
よ
う
関
係
機
関
と
の
連
携
を

図
り
ま
す
。
ま
た
、
支
援
体
制
を
充
実
さ
せ
る
と
と

も
に
、
障
害
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
サ
ー
ビ
ス
提

供
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

▼
高
齢
者
福
祉
・
介
護
保
険

「
す
べ
て
の
高
齢
者
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
自
分

ら
し
く
自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
支
え

あ
い
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
基
本
理
念
と
し
、
高
齢
者

が
抱
え
る
多
様
な
課
題
や
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
い
く

た
め
に
地
域
全
体
で
支
え
合
う
体
制
を
推
進
し
ま
す
。

▼
児
童
福
祉

妊
娠
・
出
産
か
ら
子
育
て
期
ま
で
、
母
子
保
健
・
児

童
福
祉
の
両
機
能
が
一
体
的
に
相
談
支
援
を
行
う
機

関
と
し
て
切
れ
目
の
な
い
子
育
て
支
援
体
制
の
充
実

に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
働
き
な
が
ら
安
心
し
て

子
育
て
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
す
す
め
、
一
時
預

か
り
事
業
や
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
等
の
事
業
に
取
り

組
み
ま
す
。

▼
健
康
づ
く
り
・
予
防
接
種

全
て
の
妊
産
婦
・
子
育
て
家
庭
が
安
心
し
て
出
産
・

子
育
て
で
き
る
よ
う
、
不
妊
治
療
や
妊
産
婦
健
診
の

助
成
を
継
続
し
て
行
う
と
と
も
に
、
相
談
体
制
の
拡

充
を
図
り
、
出
産
後
の
産
後
ケ
ア
事
業
等
、
切
れ
目

な
い
支
援
を
推
進
し
ま
す
。

特
定
健
診
や
各
種
が
ん
検
診
、
歯
科
健
診
等
の
受
診

率
向
上
、
生
活
習
慣
病
な
ど
疾
病
の
早
期
発
見
・
早

期
治
療
に
つ
な
げ
ま
す
。
健
診
受
診
後
は
関
係
機
関

と
の
連
携
を
図
り
、
集
団
及
び
個
別
に
関
わ
り
を
持

ち
な
が
ら
生
活
習
慣
病
の
発
症
予
防
及
び
重
症
化
予

防
に
重
点
を
置
い
た
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

▼
保
育
園

基
本
的
な
感
染
症
対
策
を
継
続
し
な
が
ら
、
子
ど
も

た
ち
が
心
身
共
に
健
康
で
安
定
し
た
生
活
が
送
れ
る

よ
う
、
家
庭
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
子
ど
も
た
ち

一
人
ひ
と
り
の
成
長
を
育
ん
で
い
き
ま
す
。
ま
た
、

延
長
保
育
や
一
時
預
か
り
の
充
実
に
よ
り
、
多
様
な

働
き
方
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
の
安

全
を
第
一
に
考
え
快
適
な
園
生
活
を
送
れ
る
よ
う
環

境
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
】

▼
学
校
教
育

国
際
交
流
、
端
末
更
新
な
ど
、
国
際
化
・
情
報
化
に

対
応
し
た
学
び
の
保
障
と
学
力
向
上
に
取
り
組
み
ま

す
。
小
学
校
特
別
教
室
空
調
機
改
修
、
ス
ク
ー
ル
バ

ス
の
安
全
な
運
行
な
ど
の
教
育
環
境
づ
く
り
を
進
め
、

併
せ
て
小
国
高
校
の
魅
力
化
も
図
ま
す
。

▼
社
会
教
育

地
域
住
民
と
学
校
が
連
携
・
協
働
す
る
地
域
学
校
協

働
活
動
の
充
実
を
図
り
、
家
庭
教
育
、
人
権
教
育
、

住
民
の
生
涯
学
習
・
読
書
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
楽
し

む
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
中
学
校
部
活

動
の
地
域
ク
ラ
ブ
移
行
を
推
進
し
ま
す
。

▼
文
化
振
興

住
民
の
文
化
活
動
を
支
援
し
、
文
化
財
の
保
全
に
努

め
ま
す
。
坂
本
善
三
美
術
館
で
は
、「
開
館
30
周
年
記

念
事
業
」
を
国
際
芸
術
祭
と
連
携
し
て
行
い
ま
す
。

施政方針
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話　　題

おぐにＳＤＧｓアクション - ＳＤＧｓの日 - 開催

　３月６日 (木 )小国ドームで、小

国町スポーツ推進委員協議会主催の

第５４回小国町ミニバレーボール大

会が開催され、８チーム（約６０名）

が参加しました。

　１０代から７０代までの幅広い世

代が集い、今大会の７割がフルセッ

トに持ち込むほど、熱戦が繰り広げ

られていました。

　選手の皆さん、お疲れ様でした。

　結果は次のとおりです。

【写真】

優勝した「ジャク２１」の皆さん

第５４回小国町ミニバレーボール大会

【優　勝】ジャク２１

【準優勝】カツ２１

【３　位】オグ２１

【３　位】愛好会翔ちゃんず

【敢闘賞】スパンキー

　３月２０日（木・祝）、ニシザト

テラスにて「おぐにＳＤＧｓアク

ション - ＳＤＧｓの日 -」を開催し

ました。

　このイベントは、一人ひとりがＳ

ＤＧｓを意識しつつ、できることか

らＳＤＧｓにまつわるアクションを

起こしていこうという目的で開催さ

れ、およそ３００名が来場しました。

　当日はくまモンのステージやＳＤ

Ｇｓかるた・すごろく大会をはじめ、

ＳＤＧｓに関する様々な体験、小国

郷内から食のブース出店などで終始

会場は大賑わいとなりました。

　体験ワークショップの１つ、思い

出ハギレでガーランドづくりは、使

わなくなった思い入れのある古着な

どを持参し、１枚の小さな旗に切り

取ったものの裏面にＳＤＧｓの思い

やこれから頑張りたいことを書き、

それをつなぎ合わせ、ニシザトテラ

スに飾り付けました。服の思い出を

形として残しつつ、みんなで作り上

げるアート作品として展示していま

すので、お気軽にニシザトテラスへ

ご来場ください。

　今後も３月２０日は「おぐにＳＤ

Ｇｓの日」として毎年継続してニシ

ザトテラスでイベントを開催してい

きます。
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第３４回熊本県木材利用優良施設コンクール

　３月２１日 ( 金 ) に第３０回熊本

県木材利用優良施設コンクール表彰

式が熊本県庁で行われ、北里柴三郎

記念館シアターホール（愛称：ドン

ネル館）が「くまもと県産材振興会

賞」を受賞しました。

　このコンクールは、木材需要拡大

県民運動の一環として県産材を利用

した優れた木材利用施設を表彰する

もので、令和５年度に建設された当

施設が高い評価を受けました。

　表彰式では、建設に携わった施主

の小国町と設計者及び施工者の３者

が受賞しました。

　シアターホールは、博士の功績と

生涯についての映像を上映するシア

ター室（２部屋・各４０席）や、非

接触型のデジタルコンテンツとし

～北里柴三郎記念館シアターホール「くまもと県産材振興会賞」受賞～

令和６年度　宿徳 ( しゅうとく ) 大学講演会開催

　令和６年度宿徳大学講演会が２月

２１日（金）、おぐに町民センターで

開催され、多くの町民の皆様にご参

加いただきました。

　今年度の講演会は、小国警察署 刑

事・生活安全課の松田 貴志 氏を講

師にお招きし、「犯罪から身を守るた

め」と題して講演が行われました。

　講演では、近年多発している詐欺

被害の発生状況や犯人との実際の電

話でのやり取りの音声などが紹介さ

れ参加者の皆様に改めて詐欺による

被害をより身近なものとして考えて

頂く良い機会になったと思います。

　人生１００年時代を迎え、高齢者

の皆様に犯罪に対する知識や防犯意

識を身につけていただき、安心して

これからの人生を豊かなものにして

いただければと考えています。

　ご参加いただいた皆様、誠にあり

がとうございました。

話　　題

て、ホログラムやＱＲコードを専用

タブレットで読み込むＡＲシステム

など博士に関するクイズやエピソー

ドを楽しみながら学べる施設です。

博士の功績を広く伝える施設として、

これからも多くの方々に利用していた

だくことを期待します。
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小国郷糖尿病対策チームブルーの活動紹介

　２月２５日 ( 火 )、小国小学校６

年生を対象に生活習慣病（糖尿病）

に関する授業を実施しました。今回

は、「からだがよろこぶおやつのと

り方」をテーマに①食べる量を決め

る②食べる組み合わせを考える③時

間を決めるの３つのルールのもと、

砂糖と間食の摂取量について講義と

グループワークを行いました。

　砂糖は、１日に必要な砂糖の量

２０グラムを確認していただいた

後、多くの生徒さんが日頃飲んでい

るジュースに含まれる砂糖の量を見

てもらいました。１日に必要な量以

上の砂糖の多さに「思っていたより

多い！」「こんなに？！」と驚きの

声が聞かれました。

　間食は、１日の摂取カロリー

２００キロカロリーを目安に、おや

つの組み合わせをグループで話し合

い、カロリー数の計算をしたことで、

「１日の量いつも超えとった！」「こ

れ１つでオーバーしてる。」など、

毎日のおやつのことを各自振り返る

様子がありました。

　生徒の皆さん一人ひとりが一生懸

命、身近なおやつについて考えても

らえる機会になりました。授業後の

生徒さんの感想を一部紹介します。

・ ジュースに含まれている砂糖の量

　が印象に残った。これからは、しっ

　かりルールを決めて、バランス良

　い食事を心がけていきたいです。

・ お菓子には思ったよりカロリーが

　あったからビックリしました。気

　をつけて食べようと思いました。

・ 糖尿病は怖い病気だと思っていま

　したが、ルールを守ると全然怖く

　ないことを初めて知ってビックリ

　しました。運動はきついけど、メ

　リットがあると知りました。

　

　授業後に実施された小学校の遠足

においては、おやつを準備するとき

に考えながら買った生徒もいたよう

です。嬉しく思うのと同時に、これ

《出前講座》小国小学校で生活習慣病（糖尿病）の授業を実施しました！

からも子どもたちの意識に根付くよ

うな取組みを継続していきたいと考

えています。

　【小国郷糖尿病対策チームブルー】

　小国公立病院の医療スタッフと小

　国町、南小国町の行政スタッフで、

　糖尿病に対する様々な活動を行っ

　ているチームです。

話　　題
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　 問小国町役場福祉課　介護保険係　☎ 46-2116

元気クラブカレンダー

※ 天候や感染症の状況によっては、止むを得ず中止する場合があります。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
高
齢
者
の

み
な
さ
ん
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
介
護
や
健
康
、

生
活
に
関
す
る
支
援
を
行
う
総
合
相
談
窓
口

で
す
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
主
な
役
割
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

〇
総
合
相
談
支
援

　

「
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
時
に
ど
う
す
れ

ば
い
い
？
」、「
１
人
暮
ら
し
を
し
て
い
る
親

の
生
活
が
心
配
」、「
最
近
、
も
の
忘
れ
が
増

え
て
き
た
」
な
ど
の
ご
自
身
や
ご
家
族
の
不

安
や
、「
近
所
の
高
齢
者
が
困
っ
て
い
る
よ

う
だ
け
ど
、
ど
う
し
た
ら
い
い
？
」
と
い
っ

た
住
民
の
方
か
ら
の
相
談
や
情
報
提
供
に
対

し
て
、
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
し
ま
す
。

〇
介
護
予
防
の
支
援

　

健
康
で
自
立
し
た
生
活
を
続
け
る
た
め
に

は
、
日
頃
か
ら
の
健
康
づ
く
り
や
介
護
予
防

が
大
切
で
す
。
小
国
町
で
は
フ
レ
イ
ル
健
診

や
運
動
教
室
、
元
気
ク
ラ
ブ
な
ど
、
高
齢
者

の
心
身
の
状
況
に
応
じ
た
、
健
康
を
維
持
す

る
た
め
の
取
り
組
み
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
生
活
機
能
の
低
下
が
み
ら
れ
る
方
に

は
、
状
態
に
応
じ
た
適
切
な
事
業
が
利
用
で

き
る
よ
う
に
支
援
し
ま
す
。

〇
権
利
擁
護
の
対
応

　

高
齢
者
の
虐
待
防
止
と
早
期
発
見
・
対
応

に
努
め
て
い
ま
す
。

　

「
身
だ
し
な
み
が
乱
れ
た
り
、
服
が
汚
れ

て
い
る
の
が
気
に
な
る
。
前
は
こ
ぎ
れ
い
に

し
て
い
た
の
に
…
」、「
お
金
の
管
理
が
不
安

に
な
っ
て
き
た
」
な
ど
、
高
齢
者
の
権
利
や

財
産
な
ど
の
不
安
に
つ
い
て
の
相
談
を
お
受

け
し
ま
す
。

　

認
知
症
な
ど
で
判
断
能
力
が
低
下
し
て
、

財
産
の
管
理
や
日
常
生
活
上
の
契
約
な
ど
に

不
安
が
あ
る
方
へ
、
成
年
後
見
制
度
の
活
用

を
支
援
し
ま
す
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
介
護
や
健

康
の
こ
と
、
認
知
症
へ
の
対
応
、
日
々
の
生

活
で
の
困
り
ご
と
な
ど
、
専
門
の
ス
タ
ッ
フ

(

保
健
師
・
社
会
福
祉
士
・
主
任
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー)

が
連
携
し
、
一
人
一
人
の
状
況
に

応
じ
た
支
援
を
考
え
ま
す
。必
要
に
応
じ
て
、

福
祉
や
医
療
な
ど
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な

げ
る
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。
家
庭
や
地

域
の
方
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
気

に
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

問
小
国
町
役
場
福
祉
課　

　

小
国
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
４
６-

２
１
１
６

4/16 水
9:30～ 塩 井 川 公 民 館

13:30～ おぐに町民センター

17 木
9:30～ 黒 渕 公 民 館

13:30～ 杖 立 温 泉 会 館

18 金
9:30～ 万 成 寺 公 民 館

13:30～ 旧 下 城 小 体 育 館

22 火
9:30～ 𡈽 田 公 民 館

13:30～ ゆ け む り の 館

23 水
9:30～ 北 里 3 部 集 会 所

13:30～ 室 原 公 民 館

24 木
9:30～ 宮 原 7 部 集 会 所

13:30～ 西 里 多 目 的 集 会 所

30 水
9:30～ 塩 井 川 公 民 館

13:30～ おぐに町民センター

　5/1 木
9:30～ 黒 渕 公 民 館

13:30～ 杖 立 温 泉 会 館

2 金
9:30～ 万 成 寺 公 民 館

13:30～ 旧 下 城 小 体 育 館

7 水
9:30～ 北 里 3 部 集 会 所

13:30～ 室 原 公 民 館

8 木
9:30～ 宮 原 7 部 集 会 所

13:30～ 西 里 多 目 的 集 会 所

13 火
9:30～ 片 田 集 会 所

13:30～ 倉 原 公 民 館

14 水
9:30～ 塩 井 川 公 民 館

13:30～ おぐに町民センター

15 木
9:30～ 黒 渕 公 民 館

13:30～ 杖 立 温 泉 会 館

16 金
9:30～ 万 成 寺 公 民 館

13:30～ 旧 下 城 小 体 育 館

　
  

小
国
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

～
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
～

福　　祉
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あみだ杉の館　☎46-3310

開館時間：10時〜13時、14時〜18時（月曜・祝祭日はお休み）

※13時～14時まで窓口はお昼休みです。

　　　カ：カンガルーのぽっけ　☎ 46-6656

　パ：パラソルセンター　　☎ 46-5720

※都合により変更となる場合がありますので、事前にご確認ください。

  人権メッセージ 

  「みんななかよく　いっしょにあそぼう」

 小国小１年 宇都宮 珠（うつのみや たま）さん

　         （小国町人権カレンダー２０２５より）

問小国町教育委員会事務局　☎ 46-3317

    質の高い教育をみんなに

 新着本ご案内

※紹介できてない本もあります。ぜひご来館ください。

　志麻さんの“家おやつ”はシンプルで気

取らない、だけど魅力的で最高においしい!

ほとんどのレシピが家にある道具や材料

で、かつ少ない手順で作れます。子どもた

ちと一緒にお菓子を作ってみませんか。

今月のおすすめ絵本

今月のおすすめの1冊

「とびきり簡単、とびきりおいしい志麻さんちの 

  おやつ」      タサン志麻　（NHK出版）

「きいろいのはちょうちょ」

　五味太郎：作　（偕成社）

★「ゲーテはすべてを言った」（芥川賞）　 鈴木結生　　

★「DTOPIA- デートピア」（芥川賞） 　　  安堂ホセ　

★「藍を継ぐ海」(直木賞 )　　　　　　　伊予原新

★「その復讐、お預りします」　　　　　　原田ひ香

★「潮音　第一巻」　　　　　　　　　　　宮本輝

★「ゆびさきに魔法」　　　　　　　　　  三浦しをん

★「謎の香りはパン屋から」　　　　　　  土屋うさぎ

★「芸能界」　　　　　　　　　　　　　  染井為人

★「まどか 26 歳、研修医やってます！」　 水谷緑

★「こうして、人は老いていく」　　　　　上村理恵　　　

★「いのちをまもる図鑑」　　　　     　 池上彰：監修

★「ねずみくんとチョコレート」　　　    なかえよしを

 「はるさんと 1000 本のさくら」

　ただのぶこ：作（中央公論新社）

子育て

　令和６年度も、多くの地域の皆さまに小国小・中学校の

子どもたちがお世話になりました。下校時の見守り、あい

さつ運動、花壇の整備、フッ化物洗口、読み聞かせ、いろ

いろな体験活動（農林業、福祉、文化芸術、食育、物づく

り等）、授業のゲストティーチャー、地域巡り、職場体験、

放課後子ども教室、地域未来塾、夏休み寺子屋、教育講演

会や子ども議会など。おかげさまで、子どもたちは、とて

もよい学びができました。ありがとうございました。  

　令和７年度も、子どもたちには小国の豊かな地域教材“ひ

と・もの・こと”にふれながら、学びを深めてほしいと思

います。地域の皆さまのご協力をよろしくお願いします。

子どもたちの学習や安全安心へのご支援、

ありがとうございました！

子育てイベント子育てイベント
日　付 会　場 内　　　　容

４/１９(土) パ
地域食堂ゆうあい　地域食堂ゆうあい　
11：00 ～ 12：0011：00 ～ 12：00

４/２３(水) パ
なかよしくまさん　　

10：30～ 12：00

４/２４(木) カ

ぼっけの日　

10：30～

※こいのぼりを作ろう♪

４/２６(土) パ
おもちゃ図書館“ミルク”　
 9：30 ～～ 12：00

５/　７(水) カ

ブックスタート
13：30 ～

※６～７か月児健診のお子さんが対象です。

５/１０(土) パ
おもちゃ図書館“ミルク”　
 9：30 ～～ 12：00

５/１４(水) パ
なかよしくまさん　　

10：30～ 12：00

お休み

パ
4/20（日）、4/27（日）、4/29（火・祝）、5/3

（土・祝）～ 5/6（火・振替）、5/11（日）

カ

4/19（土）、4/20（日）、4/26（土）、4/27（日）、

4/29（火・祝）、5/3、（土・祝）～ 5/6（火・

振替）、5/9（金）、5/11（日）

【写真左からしいたけ駒うち、木工、みそづくり】
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学　　校

果
、
生
活
面
や
部
活
動
で
の
状
況
、
地
域
学

校
協
働
活
動
等
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

学
力
向
上
で
は
各
学
年
と
も
向
上
が
見
ら

れ
、
今
後
も
個
々
の
生
徒
の
学
び
の
保
障
、

進
路
実
現
を
目
指
し
、
更
に
取
組
を
継
続
さ

せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年

度
も
多
く
の
地
域
の
皆
様
に
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー

チ
ャ
ー
や
、
講
話
等
で
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
令
和
７
年
度
も
更
に
地
域
と
の
つ
な
が

り
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

３
月
10
日(

月)

１
年
生
が
新
１
年
生
と
交

流
学
習
を
行
い
ま
し
た
。
新
入
生
は
、
若
干
緊

張
し
て
い
る
よ
う
で
し
た
が
、元
気
な
声
で
「
お

は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
！
」
と
あ
い
さ
つ
を
返
せ

る
児
童
も
多
く
、
本
校
教
員
の
話
を
し
っ
か
り

聞
い
て
い
る
様
子
が
印
象
的
で
し
た
。「
お
店

屋
さ
ん
ご
っ
こ
」
や
「
お
は
じ
き
遊
び
」
で
は
、

上
手
に
新
入
生
に
遊
び
方
を
説
明
し
、
易
し
く

声
を
か
け
遊
び
を
リ
ー
ド
し
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
再
び
体
育
館
に
移
動
し
、
み
ん

な
で
体
を
動
か
し
て
遊
び
ま
し
た
が
、
全
員
が

お
互
い
に
声
を
掛
け
合
い
誰
１
人
取
り
残
す

こ
と
な
く
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
し
て
自
然
に
こ
う

し
た
温
か
い
言
動
が
で
き
る
子
ど
も
た
ち
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
、
ひ
い
て
は
社

会
性
が
大
き
く
育
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

新
入
生
た
ち
の
多
く
は
、
現
在
６
歳
。
こ

の
子
た
ち
が
社
会
の
一
線
で
活
躍
す
る
の
は

約
20
年
後
の
２
０
４
５
年
く
ら
い
で
し
ょ
う

か
。
日
本
の
学
校
教
育
の
方
向
性
を
指
し
示

す
学
習
指
導
要
領
は
20
年
後
の
社
会
の
姿
を

想
定
し
て
作
ら
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
20
年
後
は
ど
う
な
っ
て
い
る
で
し
ょ

う
か
。
Ａ
Ｉ
に
関
す
る
技
術
は
確
実
に
進
歩

し
、
も
っ
と
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
関
わ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
大
き
な
災

害
が
発
生
し
た
り
、
新
し
い
感
染
症
が
流
行

し
た
り
し
て
い
る
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

小
国
小
学
校
だ
よ
り

小
国
中
学
校
だ
よ
り

▼
３
月
７
日(

金)

に
第
72
回
卒
業
証
書

授
与
式
を
挙
行
し
ま
し
た
。
入
場
か
ら
卒
業

証
書
授
与
、
校
長
式
辞
、
村
上
教
育
長
か
ら

教
育
委
員
会
告
辞
、
渡
邉
誠
次
町
長
か
ら
の

ご
祝
辞
等
の
あ
と
、
在
校
生
を
代
表
し
て
生

徒
会
長
の
荒
尾
華
叶
（
か
な
う
）
さ
ん
が
感

謝
の
思
い
を
込
め
て
送
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

そ
の
後
、卒
業
生
総
代
と
し
て
甲
斐
史
乃（
し

の
）
さ
ん
が
３
年
間
、
そ
し
て
15
年
間
を
振

り
返
っ
て
先
生
方
、
後
輩
、
家
族
、
仲
間
へ

の
思
い
を
込
め
答
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
厳
粛

な
雰
囲
気
の
中
、
涙
、
涙
の
感
動
的
な
式
と

な
り
ま
し
た
。
式
後
に
卒
業
生
の
別
れ
の
歌

「
正
解
」
の
合
唱
が
響
き
渡
り
ま
し
た
。
そ

こ
に
は
３
年
間
で
大
き
く
成
長
し
た
９
年
生

の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。
素
直
・
笑
顔
で
何
事

に
も
一
生
懸
命
頑
張
る
と
て
も
温
か
い
素
敵

な
学
年
で
し
た
。
き
っ
と
３
年
間
の
学
び
や

経
験
を
糧
と
し
て
、
新
た
な
道
で
も
頑
張
っ

て
く
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
７
・

８
年
生
は
、９
年
生
の
創
り
上
げ
た
伝
統
や
、

歩
ん
で
き
た
姿
を
新
年
度
に
つ
な
げ
て
い
く

こ
と
と
思
い
ま
す
。

▼
３
月
10
日(

月)

に
第
４
回
学
校
運
営

協
議
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
授
業
参
観
の
の

ち
、
小
中
学
校
か
ら
本
年
度
の
取
組
と
総
括

を
行
い
、
質
疑
、
熟
議
を
行
い
ま
し
た
。
中

学
校
か
ら
は
、
県
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の

結
果
を
ふ
ま
え
た
学
力
向
上
の
取
組
と
成

　

し
か
し
、
そ
こ
で
暮
ら
す
人
た
ち
に
必
要

な
知
識
や
技
能
は
、
間
違
い
な
く
現
在
の
学

校
教
育
の
延
長
線
上
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

実
際
学
校
で
学
ん
だ
こ
と
で
、
実
生
活
で
そ

の
ま
ま
生
き
て
働
く
も
の
は
多
く
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
い
ま
の
日
本
の
繁
栄
の
土
台

を
築
い
た
の
は
間
違
い
な
く
戦
後
の
学
校
教

育
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
20
年
後
の
子
ど
も

た
ち
の
未
来
が
一
層
明
る
く
な
る
よ
う
、
私

た
ち
小
国
小
学
校
は
努
力
と
工
夫
を
重
ね
て

い
き
ま
す
。
こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら
ぬ
ご
理
解

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

４月行事

卒業生合唱「正解」卒業生合唱「正解」
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小
国
支
援
学
校
だ
よ
り

小
国
高
生

小
国
高
生

☆
輝
い
て
い
ま
す
！
☆

☆
輝
い
て
い
ま
す
！
☆

小
国
高
校

通
信
よ
り

　

３
月
１
日
（
土
）、
本
校
の
卒
業
証
書
授

与
式
が
行
わ
れ
、
卒
業
生
51
名
が
新
た
な
道

へ
と
踏
み
出
し
ま
し
た
。
春
の
訪
れ
を
感
じ

る
佳
き
日
、
多
く
の
ご
来
賓
や
保
護
者
の
皆

様
が
見
守
る
中
、
厳
か
な
雰
囲
気
の
も
と
式

が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

学
校
長
か
ら
卒
業
生
一
人
ひ
と
り
に
卒
業

証
書
が
手
渡
さ
れ
、
式
辞
で
は
「
夢
や
希
望
を

持
ち
、
時
に
は
挫
折
を
経
験
し
な
が
ら
も
成

長
を
重
ね
た
貴
重
な
日
々
だ
っ
た
」
と
生
徒

た
ち
の
３
年
間
を
振
り
返
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
、

「
こ
れ
か
ら
の
時
代
は
個
性
を
輝
か
せ
、
自
ら

の
強
み
を
活
か
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
自

分
の
可
能
性
を
信
じ
、
一
歩
ず
つ
前
へ
進
ん

で
ほ
し
い
」と
激
励
の
言
葉
も
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

続
く
送
辞
で
は
、
在
校
生
総
代
の
長
谷
部

純
孝
（
じ
ゅ
ん
き
ょ
う
）
さ
ん
が
「
先
輩
方

の
努
力
の
積
み
重
ね
が
、
私
た
ち
の
目
標
と

　

３
月
７
日
（
金
）
に
卒
業
証
書
授
与
式
が

挙
行
さ
れ
、
中
学
部
５
名
、
高
等
部
８
名 

が
新
し
い
ス
テ
ー
ジ
へ
と
飛
び
立
ち
ま
し

た
。
今
年
度
も
、
在
校
生
、
来
賓
な
ど
、
多

く
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

竹
永
校
長
は
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
で
活
躍
し

て
い
る
大
谷
選
手
の
偉
業
や
熊
本
県
出
身

の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
Ｗ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ａ
の
楽
曲

「
や
っ
て
み
よ
う
」
の
歌
詞
を
引
用
し
な
が

ら
、「
挑
戦
」
す
る
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い

て
式
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

在
校
生
か
ら
の
送
る
言
葉
で
は 

「
す
ぎ
の

こ
運
動
会
」
や
「
す
ぎ
の
こ
ま
つ
り
」
な
ど
の

学
校
全
体
で
取
り
組
ん
だ
こ
と
の
思
い
出
を

振
り
返
り
つ
つ
、
小
学
部
・
中
学
部
・
高
等
部

の
各
児
童
生
徒
と
の
思
い
出
を
伝
え
ま
し
た
。

最
後
に
、
こ
れ
か
ら
の
新
し
い
ス
テ
ー
ジ
で
の

活
躍
を
期
待
す
る
エ
ー
ル
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

卒
業
生
か
ら
の
お
別
れ
の
言
葉
で
は
、
コ

ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
、
以
前
の
よ
う
に
行
事
や

学
習
活
動
な
ど
の
取
り
組
み
を
保
護
者
の
方

や
地
域
の
方
と
共
に
盛
り
上
げ
る
こ
と
が
で

き
た
嬉
し
さ
を
語
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
出

会
っ
た
友
だ
ち
と
互
い
に
支
え
合
い
、
困
難
を

共
に
乗
り
越
え
、
協
力
す
る
こ
と
の
素
晴
ら

し
さ
を
在
校
生
へ
伝
え
ま
し
た
。
結
び
に
、 

こ

れ
ま
で
に
関
わ
っ
た
人
へ
の
感
謝
の
言
葉
と

と
も
に
「『
あ
か
る
く
』『
な
か
よ
く
』『
た
く

ま
し
く
』、
前
を
向
い
て
未
来
へ
歩
い
て
い
く
」

と
心
強
い
言
葉
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

と
て
も
温
か
な
雰
囲
気
の
中
で
、
卒
業
生

一
人
一
人
が
輝
く
式
を
挙
行
で
き
ま
し
た
。

な
り
、
背
中
を
追
い
か
け
る
日
々
だ
っ
た
」

と
述
べ
、「
困
難
に
直
面
し
て
も
、
小
国
高

校
で
の
思
い
出
を
胸
に
、
一
歩
ず
つ
前
へ
進

ん
で
ほ
し
い
」
と
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　

答
辞
で
は
、卒
業
生
総
代
の
杉
本
暖
仁(

は

る
と)

さ
ん
が
「
何
気
な
い
日
々
こ
そ
が
青

春
そ
の
も
の
で
あ
り
、
仲
間
と
の
か
け
が
え

の
な
い
思
い
出
が
詰
ま
っ
て
い
る
」
と
話
し
、

先
生
方
や
地
域
の
方
々
、
家
族
へ
の
感
謝
を

述
べ
ま
し
た
。
そ
し
て
、「
高
校
で
培
っ
た

経
験
を
土
台
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
力
強
く

歩
ん
で
い
く
」
と
決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
在
校
生
や
先
生
方
、
保
護
者
の

皆
様
と
共
に
卒
業
生
を
見
送
り
、
笑
顔
と
涙

の
感
動
的
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

卒
業
生
の
皆
さ
ん
、
ご
卒
業
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
未
来
が
輝
か
し
い

も
の
と
な
る
こ
と
を
心
よ
り
願
っ
て
い
ま
す
。

学　　校

令
和
６
年
度

令
和
６
年
度

卒
業
証
書
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

卒
業
証
書
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
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公立病院

公立病院ニュース

「プライマリケア」って何？ 〜まずはなんでもご相談を〜」

小国公立病院　総合診療科　板井陽平

　2024年 11月に小国公立病院に赴任した板井陽平と申します。わたしは、

腎臓内科の修行もしましたが、同時に「プライマリケアの医者」であり

たいと思っています。みなさんは、体調が悪いとき、どこに相談すればよ

いか迷ったことはありませんか？「これは内科？整形外科？それとも精神

科？」と、どの診療科に行けばよいのかわからず、不安を感じたことがあ

る方も多いのではないでしょうか。私は、そんなときに頼っていただける

存在でありたいと思っています。

　プライマリケアとは、「健康に関する困りごとを、まずは何でも相談できる身近な医療」 のことです。具体的には、

発熱や咳、お腹の痛みといった日常的な症状から、高血圧や糖尿病などの慢性病、さらには「最近よく眠れない」「気

分が沈む」といったこころの悩みまで、幅広く診療を行います。どの診療科にかかればよいのかわからないときや、

複数の症状があって困っているときにも、まず相談していただける窓口となります。

　小国郷の人口は 1万人弱、いきおい専門科医師も少なくなり、専門的な治療が必要な場合は、小国郷外の病院へ

行くことが増えています。また例えば小国郷特有の健康問題として、スギ花粉症でお悩みの患者さんも多いようで

すが、残念ながら小国郷には耳鼻科の常勤医がいない状況です。このような時に、まずプライマリケアの医師を頼っ

ていただければと思います。

　プライマリケア医は、単に病気を診るだけではなく、「この方にとって最適な医療は何か？」を考え、適切な対

応を行います。たとえば、花粉症の症状がひどい方には、一般的な治療薬の処方だけでなく、生活習慣の工夫や、

市外の専門医への紹介も含めて対応します。また、手術が必要な場合も、適切な医療機関につなぐ役割を果たします。

　さらに、訪問診療についてもご相談ください。病院に通うのが難しい方や、家での療養を希望される方にとって、

訪問診療は大きな支えになります。「こんなことで相談していいのかな？」と思うことでも、まずは気軽にご相談

ください。少しでも多くの方が、住み慣れた地域で安心して過ごせるよう、お手伝いをいたします。

　「病気かどうかわからないけれど、なんとなく調子が悪い」「どこに行けばいいかわからない」「家での療養につ

いて相談したい」 そんなときこそご相談ください。みなさんの 「まずは何でも相談できる窓口」 になれるよう、地

域の医療を支えていきたいと思います。
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産　　業

（単位：円・１㎥あたり）木 材 市 況 状 況

※より詳細な市況は、小国町森林組合共販係（☎46ｰ2411）まで

３13

坂本善三美術館で、おぐに木工展

が開催中です。今年は「黒渕木工

所」も出展。よしの木工から引き

継いだ技と、若い職人の感性で、

誰かに贈りたくなるものづくりを

心掛けています。シンプルなデザ

インの一輪挿しや、食洗機に入れ

ても大丈夫な木の器など、軽くて

やさしい作品たちを手に取ってご

覧ください。5月 GW までです。

　

３
月
の
市
況
と
し
ま
し
て
は
、
気
温
も
上

が
り
過
ご
し
や
す
い
日
が
続
い
た
た
め
入
荷

量
は
増
加
し
ま
し
た
。

　

木
材
単
価
で
す
が
、
杉
材
の
小
径
木
や
20

～
28
㎝
材
は
ピ
ー
ク
を
迎
え
停
滞
気
味
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
30
㎝
を
超
え
る
大
径
木

は
輸
出
業
者
の
取
り
合
い
の
影
響
に
よ
り
最

低
単
価
が
わ
ず
か
に
上
が
っ
て
い
ま
す
。
桧

材
に
関
し
て
は
、
先
月
は
高
値
で
の
取
引
で

し
た
が
今
回
は
全
体
的
に
傷
材
も
多
か
っ
た

た
め
入
札
も
少
な
く
下
落
傾
向
と
な
り
ま
し

た
。

　

今
後
は
入
荷
量
も
増
え
、
価
格
は
停
滞
ま

た
は
下
落
傾
向
に
な
る
見
込
み
で
す
。　

　

４
月
は
優
良
材
市
を
予
定
し
て
い
ま
す
の

で
結
果
は
来
月
号
で
掲
載
し
ま
す
。

木
材
価
格
の
状
況

共　　販　　日 3月 3日 3月 17日

販　売　数　量 1,531㎥ 1,480㎥

販　売　金　額 18,923千円 19,955千円

総　　平　　均 　12,358円 13,482円

樹種 長さ 直径 直 材 平 均 高  値 直 材 平 均 高  値

杉

４ｍ

 10 ～ 13 12,300 12,300 11,910 11,910

14 15,500 16,600 15,150 16,100

16 ～ 18 14,750 16,000 15,110 16,320

20 ～ 22 14,520 14,900 15,790 17,000

24 ～ 28 14,890 16,000 15,490 17,550

30cm 上 13,920 18,600 12,940 17,100

３ｍ

 10 ～ 13 11,000 11,000 11,100 11,100

14 14,000 14,000 14,750 16,000

16 ～ 18 14,200 16,000 14,950 16,000

20 ～ 22 14,400 16,000 15,530 16,500

24 ～ 28 16,060 17,550 16,300 17,500

30cm 上 13,100 18,000 11,530 12,000

２ｍ 16cm 上 ー ー ー ー

６ｍ

14 ～ 18 ー ー ー ー

20 ～ 28 22,500 25,000 14,300 14,300

30cm 上 18,010 20,110 20,980 30,000

桧 ４ｍ

10 ～ 18 ー ー 18,600 24,400

20 ～ 28 ー ー 22,210 23,450

30cm 上 ー ー 19,440 22,800

ミ
ツ
マ
タ
ジ
ン
チ
ョ
ウ
ゲ
科　

ミ
ツ
マ
タ
属

　

春
に
な
る
と
、
野
も
山
も
花
に
あ
ふ
れ
目

に
も
心
に
も
ゆ
と
り
が
で
き
ま
す
よ
ね
。　

ミ
ツ
マ
タ
も
黄
色
い
け
な
げ
な
花
を
付
け
ま

す
。
コ
ウ
ゾ
な
ど
と
和
紙
の
原
料
と
し
て
も

重
宝
さ
れ
て
お
り
、
紙
幣
の
原
料
と
し
て
利

用
も
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
農
家
の
減
少
に
よ
り
中
国
や
ネ

パ
ー
ル
か
ら
の
輸
入
に
頼
っ
て
い
る
そ
う
で

す
。
価
格
は
２
０
１
８
年
に
30
キ
ロ
グ
ラ
ム

あ
た
り
９
万
５
４
０
０
円
と
な
っ
た
そ
う

で
、
ま
さ
に
お
金
を
生
む
木
に
な
り
そ
う
で

す
ね
。 樹

木
の
い
ろ
い
ろ
（
５
）

樹
木
の
い
ろ
い
ろ
（
５
）
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消防 ・防犯

　

   

お
ぐ
に
け
い
さ
つ

362

地
域
安
全
コ
ー
ナ
ー

地
域
安
全
コ
ー
ナ
ー

通報・相談先
46-2110

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う    

安
心
・
安
全
な

安
心
・
安
全
な    

小
国
郷

小
国
郷

　

300

  

阿
蘇
地
域
で
は
、
地
理
的
な
事
情
か
ら

救
急
車
の
出
動
か
ら
病
院
収
容
ま
で
の
所

要
時
間
が
平
均
１
時
間
を
超
え
る
状
況
で

す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
救
急
隊
員
が
安
全

に
活
動
を
続
け
る
た
め
に
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
や
道
の
駅
な
ど
で
水
分
補
給
や

ト
イ
レ
な
ど
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

救
急
車
や
隊
員
が
休
憩
を
し
て
い
る
様

子
を
目
に
す
る
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い
ま

す
が
、
こ
れ
も
阿
蘇
の
皆
さ
ま
の
安
心
・

安
全
を
守
る
た
め
に
必
要
な
取
り
組
み
で

す
。
ど
う
ぞ
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

※
休
憩
中
も
救
急
要
請
に
は
対
応
し
ま
す
。

　

現
場
到
着
し
た
救
急
隊
は
、
傷
病
者
な

ど
か
ら
ケ
ガ
や
病
気
に
至
っ
た
経
緯
な
ど

を
お
聞
き
し
て
、
状
態
を
観
察
し
ま
す
。

　

内
容
は
「
意
識
・
脈
拍
・
呼
吸
・
血
圧
・

心
電
図
・
痛
み
の
性
状
・
麻
痺
の
有
無
な

ど
」
で
す
。
観
察
の
結
果
、「
酸
素
投
与
・

体
位
管
理
・
傷
口
の
被
覆
・
止
血
・
心
肺

蘇
生
・
除
細
動(

電
気
シ
ョ
ッ
ク)

等
の

処
置
」
を
実
施
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
医

師
と
連
絡
を
取
り
な
が
ら
「
救
急
救
命
士

に
よ
る
点
滴
、薬
剤
投
与
・
気
管
挿
管
な
ど
」

の
処
置
を
行
い
ま
す
。 
搬
送
先
は
必
ず
近

く
の
病
院
で
は
な
く
、
症
状
や
観
察
結
果
、

病
歴
な
ど
を
考
慮
し
て
選
定
し
ま
す
。

　

現
場
で
停
車
中
の
救
急
車
内
で
も
傷
病

者
に
対
す
る
観
察
や
応
急
・
救
命
処
置
等

を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

救
急
隊
員
の
休
憩
に
ご
理
解

救
急
隊
員
の
休
憩
に
ご
理
解

く
だ
さ
い
！

く
だ
さ
い
！

救
急
車
が
現
場
か
ら
す
ぐ
に
出

救
急
車
が
現
場
か
ら
す
ぐ
に
出

発
し
な
い
理
由
に
つ
い
て

発
し
な
い
理
由
に
つ
い
て

　

子
供
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
に
起

因
す
る
犯
罪
被
害
か
ら
守
る
必
要
に
つ
い

て
は
先
月
号
で
も
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す

が
、
今
回
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
さ

せ
る
と
き
の
注
意
事
項
で
、
よ
く
使
わ
れ

る
用
語
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

【
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
】

出
会
い
系
サ
イ
ト
な
ど
、
有
害
情
報
が
含

ま
れ
る
サ
イ
ト
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
制
限
す

る
機
能
で
、
そ
の
加
入
は
保
護
者
の
責
任

と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
ペ
ア
レ
ン
タ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
】

保
護
者
が
子
供
の
使
う
端
末
の
機
能
を
制

限
で
き
る
機
能
で
、
利
用
時
間
の
制
限
・

調
整
、
課
金
管
理
等
が
可
能
と
な
る
時
間

管
理
、
課
金
制
限
等
が
あ
り
ま
す
。

　

Ａ
Ｖ
（
ア
ダ
ル
ト
ビ
デ
オ
）
出
演
被
害

問
題
は
、
詐
欺
や
脅
迫
的
な
言
動
に
よ
っ

て
、
強
制
的
に
出
演
さ
せ
ら
れ
た
り
、
拒

否
す
る
と
多
額
の
違
約
金
を
請
求
さ
れ
る

な
ど
し
て
、
出
演
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
と

い
う
悪
質
な
犯
罪
で
す
。

　

本
人
の
意
に
反
し
て
Ａ
Ｖ
へ
の
出
演
を

強
い
る
よ
う
な
行
為
は
、
長
期
に
わ
た
り

精
神
的
・
肉
体
的
な
苦
痛
を
も
た
ら
す
深

刻
な
人
権
侵
害
で
あ
リ
、
女
性
活
躍
の
前

提
と
な
る
安
全
で
安
心
な
暮
ら
し
の
基
盤

を
揺
る
が
す
問
題
で
あ
る
た
め
、
迅
速
か

つ
的
確
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

～
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
に
よ
る

　
　
　

犯
罪
被
害
を
防
止
し
よ
う
～

  

Ａ
Ｖ
出
演
被
害
問
題
対
策
の

　
　
　
　
　
　
　
　

推
進
に
つ
い
て

  

< 警察相談電話 >

☎＃ 9110

< 性暴力被害者のための

サポートセンターゆあさいど

くまもと >

☎＃ 8891　☎ 096-386-5555



15
OGUNI 2025.4

お知らせ

工　事　・　委　託　名 業　者　名 請負・委託額 (円 )

小国町橋梁詳細点検（第３期）業務委託② (株 )建設プロジェクトセンター 10,725,000

入札日：令和 7年 3月 21日入札結果

　町営住宅に次のとおり空きがでましたので、入居者

の募集を行います。

◎募集住宅

  関田住宅　　2階　3DK　 3 戸

  関田住宅　　3階　3DK　 2 戸

  西帯田住宅　2階　3DK　 1 戸

◎家賃

　関田住宅　　月 14,600 円～

　西帯田住宅　月 17,900 円～

※最低月額になります。ただし、所得に応じて家賃が

  上がる場合があります。

◎入居者資格

　・地方税（料）等の未納がない方

　・入居予定の方すべてが暴力団員でない方

　・その他、所得制限等ございますので、申し込まれ

　　る方は、役場建設課公共建設係にお尋ね下さい。

◎申込方法

　・役場建設課に申込書を提出して下さい。

　・申込書は、役場建設課に用意してあります。

　・申込書は抽選会の都度、新たに提出が必要です。

◎選考方法

　・抽選にて行います。

◎入居時期

　・抽選会のあった日から 10 日以内に入居の手続き  

    をしていただきます。

◎その他

  ・ 町営住宅では、家畜・ペットなどの飼育は絶対に

    できません。

  ・ 入居時には、連帯保証人 1名が必要になります。

  ・ 入居時には、家賃の 3ヶ月分の敷金が必要です。

  ・ 事前に各部屋の内覧会を実施します。

◎申込書の提出期限

　令和 7年 4月 30 日（水）

問小国町役場建設課　公共建設係  ☎ 46-2114（直通）

町営住宅入居者募集

　技能検定は、働く方々の有する技能・知識を一定の

基準より検定し、国として証明する国家検定制度で、

技能に対する社会一般の評価を高め、働く方々の技能

と地位の向上を図ることを目的として、職業能力開発

促進法に基づいて実施しています。

　技能検定は、職種ごとに特級、1 級、2 級及び 3 級

に区分するものと、等級を区分しない単一等級があり、

試験は実技試験と学科試験により行われます。

　合格者には、特級、1 級及び単一等級は厚生労働大

臣名、2 級及び 3 級は熊本県知事名により合格証書が

交付され「技能士」と称することができます。

　なお、2 級実技試験と同時に「技能五輪全国大会熊

本県地方予選会」を兼ねて実施します。

また、3 級実技試験を受検する方で、一定の要件 ( 詳

細は受検案内に記載 )を満たす方につきましては、受

検手数料が減額されます。

◎受付期間

  令和 7年 4月 7日 (月 )から 4月 18 日 ( 金 ) まで

◎実施期間

  令和 7年 6月 10 日 ( 火 ) から 9月 9日 (火 )まで

　※ただし、3級職種は、8月 10 日 ( 日 ) まで

◎合格発表 

  令和 7年 10 月 1 日 ( 水 )

  ※ただし、3級職種は、8月 29 日 ( 金 ) まで

　受検手数料の納付は全て「銀行振込」に限らせてい

ただきます。

　受検申請書の提出方法は、原則郵送に限らせていた

だきます。

※詳しくは、下記までお問い合わせください。

〒 861-2202 熊本県上益城郡益城町田原 2081-10 

　　　　　 電子応用機械技術研究所内

【ホームページ URL】 https://www.noukai.or.jp

問熊本県職業能力開発協会 検定訓練課 大塚、井

　☎ (096)285-5818   FAX(096)285-5812

令和 7 年度前期「技能検定」

国家試験の実施について
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お知らせ

スポーツ安全保険に加入しましょう

　「小さな掛金・大きな補償」を合言葉に、活動中の

万が一のケガや賠償責任に備え、スポーツ活動、文化

活動、ボランティア活動、地域活動、レクリエーショ

ン活動など、4 名以上のアマチュア団体・グループが

御加入いただけます。

　手続きはインターネット（スポあんネット）で簡単、

便利に御加入いただけます。

　保険の詳しい内容、資料の請求は、ホームページを

ご覧ください。

https://www.sportsanzen.org

　　　　　　　　　 

　　　　　　　　　  問スポーツ安全協会

                     ☎ 0570-087109 ( 固定電話 )

                     ☎03-5510-0033(携帯電話等)

　町内の木工作家・工房の作品を展示販売する「おぐ

に木工展」を坂本善三美術館で開催します。食器、ア

クセサリーや子供のおもちゃなどの雑貨から、椅子や

テーブルなどの家具まで様々な木工作品が並びます。

すてきな木工作品を見て買って楽しんでみませんか。

◎出品作家・工房（50 音順）　

　阿蘇小国山川工房、小国町森林組合、ogunist、

　かける木工舎、黒渕木工所、幸光家具、サポートセ

　ンター悠愛 悠工房、PIECE FACTORY、木工房えむら

◎日時　

　3月 20 日 ( 木 ) ～ 5 月 11 日 ( 日 )　9 時～ 17 時

◎休館日　月曜日

◎場所　  坂本善三美術館

◎入場料 無料　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　  問坂本善三美術館　☎ 46-5732

おぐに木工展のお知らせ

　坂本善三美術館の開館 30 周年展の企画として、「あ

なたの小国思い出マップ」を作成します。

　思い出の場所、特別な場所をエピソードとともに教

えてください。小国カルタでおなじみの ｢ワタリドリ

計画」が特別な小国の地図に仕上げます。

　たくさんの応募をお待ちしています。

【募集内容】

思い出の場所・その場所にまつわるエピソード

【応募方法】

専用チラシを美術館や町民センター等で配布していま

す。下記の回収箱に投函するか、電話、ファックス、メー

ルなどでご応募ください。応募期限は 4月 30 日です。

●回収箱（美術館、町図書室、町民センター、縁屋）

●電話：46-5732（美術館）

● FAX ：0967-46-2647（9：00-17：00　月曜休館）

●メール：sakamotozenzo@gmail.com　

● QR コードから応募フォームで

　　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

                   問坂本善三美術館　☎ 46-5732

あなたにとっての小国の特別な

場所を教えてください。

　小国町学校給食については、安全安心でおいしい給

食を児童・生徒に届けるよう日々努力しているところ

です。

　そのような中、最近の物価高騰は食材費購入に大き

く影響しており、献立を工夫するなどしていますが、

保護者の皆さん方から納付いただいた給食費のみでは

賄うことはできず、不足分を町費で充当させていただ

いています。

　そのため、令和 7年度分から、その一部として毎月

の給食費を児童・生徒一人当たり 100 円値上げさせて

いただくこととなりました。町民の皆さまには大変厳

しい中とは存じますが、ご理解とご協力をお願い申し

上げます。

◎児童　月額　4,100 円

◎生徒　月額　4,700 円

◎実施時期　令和 7年 4月～

 問小国町教育委員会事務局　学校教育係　☎ 46-3317

 問小国町学校給食センター　☎ 46-3515

小国町学校給食費改定について



17
OGUNI 2025.4

　一般農業者が農耕車限定大特・けん引免許を取得で

きる講座です。

◎対象者　　専業農家又は第１種兼業農家ほか

　　　　　　（ただし、諸条件があります。）

◎受講場所　熊本県立農業大学校

◎受講料　　大特 3,300 円、けん引 3,900 円

　　　　　　（運転免許更新等費用が別途必要です。）

◎申込期限　令和 7年 4月 25 日（金）

※応募者多数の場合は、抽選となりますのでご了承く

　ださい。

　申し込みを希望される方は、下記までお問い合わせ

ください。

　　　　

　　　　　問小国町役場産業課　農政係　☎ 46-2112

令和 7年度農作業安全講座

（大特、けん引）受講申込について

令和 7年度有害鳥獣侵入防止柵

購入費助成について

　有害鳥獣から農作物やシイタケを守るため、侵入防

止柵（電気牧柵、ワイヤーメッシュ柵、しかネット等）

を購入・設置した場合の経費の一部を助成します。（役

場へ申し込む前に購入した資材は、補助の対象になり

ません。）

◎対象者　  小国町に住所を有する農業者

◎対象地　  田、畑、シイタケのほだ場、採草地

◎対象経費　侵入防止柵の資材費及び修繕費

◎補助率

  補助対象経費の1/2以内、上限額10万円、下限額5千円

◎補助条件

  ・24 時間 365 日設置通電を実施すること。

  ・適切な設置及び維持管理を行うこと。

  ・ 電気牧柵を設置する場合は、ソーラー式のものに限る。

　　（ただし、シイタケのほだ場のみ電池式の設置可）

　なお、令和 6年度に申請された方も申請が可能です

が、令和 6年度に事業申請した農地等で同じ資材購入

の申請はできませんのでご注意下さい。

　

　申し込みを希望される方は、下記までお問い合わせ

ください。

　　　　　 問小国町役場産業課　農政係　☎ 46-2112

軽自動車税の減免について

　身体障害者手帳、戦傷病者手帳、療育手帳又は精神

障害者保健福祉手帳をお持ちで歩行が困難な方は、申

請を行うことで軽自動車税を全額免除できる制度があ

ります。減免を希望される方は、下記のものを持参さ

れ小国町役場税務住民課までお越しください。

◎持参するもの

  ・ 身体障害者手帳等 

  ・ マイナンバーカード又は通知カード

  ・ 運転免許証

  ・ 車検証（コピー可・本人名義であること。

　ただし、障害のある方本人が 18 歳未満の場合、若

しくは療育手帳又は精神障害者保健福祉手帳をお持ち

の場合は、生計を一にする方が所有する軽自動車も対

象に含まれます。）

◎申請期限 　4 月 30 日（水）まで

※納期限を過ぎると、減免申請の受付ができませんの

　で、ご注意ください。

※普通自動車の減免については、熊本県自動車税事務

　所又は県北広域本部までお問い合わせください。

問小国町役場税務住民課　税務係　☎ 46-2130

問熊本県自動車税事務所　　　　　☎ 096-368-4020

問熊本県県北広域本部課税課　　　☎ 0968-25-4124

ジョブカフェ・ブランチ出前相談

　ジョブカフェ・ブランチによる小国町での「出張相

談会」を毎月開催いたします。 離職や転職でお悩み

の方、子育てや介護との両立に悩んでいる方など現在

の状況に応じた相談を受け付けております。お気軽に

ご相談ください。 

※求職活動証明書を発行できます。

場所      おぐに町民センター 2 階 会議室 

受付時間  平日 10：00 ～ 17：00

日時      毎月第 1 水曜日 13:30 ～ 16:00

令和 7年 　4/2、5/7、6/4、7/2、8/6、9/3、10/1

　　　　　11/5、12/3 、

令和 8年　 1/7、2/3、3/4 　

※ 2月は第 1火月曜に変更 

              
　　       問ジョブカフェ・阿蘇ブランチ  ☎ 22-8178 

お知らせ
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この度、次の方々からご寄附いただきまし

たので、お礼とともにお知らせ致します。
社協告知板

○香典返しとして

宮原柏田　 今村　ムスミ　様

　　  故人　     力之助　様

宮原片田　 小田　清　　　様

　　  故人　     千代子　様

宮原皿山　 大塚　晃二　　様

　　  故人　     正信　　様

宮原殿町　 北里　昭子　　様

　　  故人　     利明　　様

西里鯛田　今永　宣子　様

　　　故人　    一宇　様

上田広田　井本　郁子　様

　　  故人　    朝穗　様

　皆様からいただきました寄

附金は、小国町の社会福祉事

業に有意義に使わせていただ

きます。

   

    小国町社会福祉協議会

お知らせ

　今月の町税についてお知らせします。

〇軽自動車税（種別割）

◎納　期　限：4月 30 日（水）

◎口座振替日：4月 25 日（金）

　税額を通知書でご確認の上、納期限内に納付をお願

いします。

      

   問小国町役場税務住民課　税務係　☎ 46-2130

税告知板

大阿蘇環境センター未来館から

「ごみ処理手数料」改定のお知らせ

　令和7年10月1日（水）から、家庭から出たごみを「大

阿蘇環境センター未来館」、「南部中継基地」及び「滝

美園クリーンセンター」に直接持ち込む際のごみ処理

手数料を改定します。

　今回の料金改定は、近年の物価上昇等によるごみ処

理経費の増加に伴い、「受益者負担の公平化」、「ごみ

処理経費等の確保」を目的とするものです。皆様のご

理解とご協力をお願いします。

【直接持ち込む際のごみ袋について】

※令和 7年 10 月 1 日以降、直接持ち込む際は「透明 

  袋（中身が確認できる袋）」で持ち込みができます。

  ただし、これまでどおり必ず、可燃、不燃、資源ご

  みに分別して持ち込んでください。　　　　　　　

※「指定ごみ袋」で持ち込んだ場合も料金は徴収します。

※ごみステーションに出す際は、これまでどおり必ず

  「指定ごみ袋」を使用してください。

　　　問小国町役場税務住民課　支援係　☎ 46-2115

現行料金

                 10Kg：無料

                 20Kg：100 円（税込）

                （10Kg 毎に 50 円加算）

改定後料金

10Kg：100 円（税込）

（10Kg 毎に 100 円加算）

パスポート申請のお知らせ

　令和 7 年 3 月 24 日からパスポートが新しくなりま

した。

　パスポートの偽造・変造対策が強化され顔写真ペー

ジがプラスチックになります。

　窓口申請に加え、オンラインで申請ができます。　

　オンライン申請では戸籍情報がシステム連携される

ため、戸籍謄本の提出が不要です。手数料も窓口申請

よりお得になります。写真もスマートフォンで撮影し

て提出できます。さらに、クレジットカードでオンラ

イン納付ができるなど、とても便利になります。

　パスポートの申請・交付窓口は、住民登録のある市

町村です。申請から交付までの所要日数が変更になり、

土日を含め、3 週間程度かかります。海外旅行を計画

したら、出発の 1ヶ月前を目安に早めの申請をお願い

します。

　　　問小国町役場税務住民課　支援係　☎ 46-2115

パスポート有効期間 旧手数料

10 年用 16,000 円

 5 年用 11,000 円

3 月 24 日申請以降

有効期間 オンライン申請 窓口（書面）申請

10 年用 15,900 円 16,300 円

 5 年用 10,900 円 11,300 円

交付予定日

（平日のみ）

旧交付予定日 3月 24 日以降

9日 12 日
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おぐにのカレンダー　４/ １6 〜５/ １５
日 月 火 水 木 金 土

4/16 17 18 19
消費生活相談
 9：00 ～ 16：00
南小国町役場総務課  
☎ 42-1112

3 歳児歯科健診
【受付】
13：15 ～ 13：30
おぐに町民センター
☎ 46-2116

20 21 22 23 24 25 26
㊡小国公立病院
☎ 46-3111

㊡脇胃腸科
☎ 32-2500

消費生活相談
 9：00 ～ 16：00
小国町役場税務住民課  
☎ 46-2115

消費生活相談
 9：00 ～ 16：00
南小国町役場総務課  
☎ 42-1112

無料法律相談
10：00 ～ 15：00
おぐに町民センター
小国町役場税務住民課
☎ 46-2115

後期高齢者医療資格
確認書交付説明会
フレイル健診
 8：45 ～ 11：30
おぐに町民センター
☎ 46-2116

27 28 29 30 5/1 2 3
㊡小国公立病院
☎ 46-3111

㊡坂梨ハート
  クリニック
☎ 24-6262

㊡小国公立病院
☎ 46-3111
㊡眼科古嶋医院
☎ 34-0008

消費生活相談
 9：00 ～ 16：00
南小国町役場総務課  
☎ 42-1112

年金相談【予約制】   
10：00 ～ 15：00
おぐに町民センター
☎ 096-367-2503

㊡小国公立病院
☎ 46-3111

㊡古閑医院
☎ 22-3000

4 5 6 7 8 9 10
㊡小国公立病院
☎ 46-3111

㊡大阿蘇病院
☎ 22-2111

㊡小国公立病院
☎ 46-3111

㊡問端内科
☎ 32-0102

㊡小国公立病院
☎ 46-3111

㊡小野主生医院
☎ 32-0039

3 ～ 4 ヶ月児健診
6～ 7ヶ月児健診
【受付】
13：15 ～ 13：30
おぐに町民センター
☎ 46-2116

消費生活相談
 9：00 ～ 16：00
南小国町役場総務課  
☎ 42-1112

行政相談

10：00 ～ 12：00
おぐに町民センター
小国町役場税務住民課
☎ 46-2115

11 12 13 14 15
㊡小国公立病院
☎ 46-3111

㊡阿蘇温泉病院
☎ 32-0881

消費生活相談
 9：00 ～ 16：00
小国町役場税務住民課  
☎ 46-2115

消費生活相談
 9：00 ～ 16：00
南小国町役場総務課  
☎ 42-1112

㊡＝休日在宅医

※�カレンダーの行事やイベントの開催日時は変更されることが
あります。 その場合はラジオや文字放送でお知らせします。
また、 休日在宅医は気象状況等により、�休院になる可能性も
ありますので受診前には必ず電話でご確認ください。

　
　
４
月

日付 当       番 電話番号

　20（日）
志 屋 水 道 ☎ 46-4625

( 有 )　 伊　 藤　 設　 備 ☎ 46-2986

( 株 ) 小 国 資 源 開 発 ☎ 46-4078

27（日）

瀬 尾 設 備 ☎ 46-3580

伊 藤 鉄 工 所 ☎ 46-2343

宮 崎 ポ ン プ 店 ☎ 46-2236

29（火・祝）
吉 野 住 設 ☎ 090-3602-8036

( 有 )　 宇　 野　 電　 器 ☎ 46-2240

( 有 )　 財　 津　 総　 業 ☎ 46-2819

５
月

日付 当       番 電話番号

 3（土・祝）
キ タ ザ ト 商 店 ☎ 46-6148

( 有 )　  産    興　 　　 ☎ 46-2507

( 有 ) 穴　 井　 住　 設 ☎ 46-2331

 4（日・祝）
宮 崎 水 道 ☎ 46-5048

北 里 電 業 水 道 設 備 ( 有 ) ☎ 42-1009

志 屋 水 道 ☎ 46-4625

 5（月・祝）
( 有 ) 伊　 藤　 設　 備 ☎ 46-2986

( 株 ) 小 国 資 源 開 発 ☎ 46-4078

瀬 尾 設 備 ☎ 46-3580

 6（火・祝）
伊 藤 鉄 工 所 ☎ 46-2343

宮 崎 ポ ン プ 店 ☎ 46-2236

吉 野 住 設 ☎ 090-3602-8036

 11（日）
( 有 )　 宇　 野　 電　 器 ☎ 46-2240

( 有 )　 財　 津　 総　 業 ☎ 46-2819

キ タ ザ ト 商 店 ☎ 46-6148

水 道 当 番 店
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町のうごき
令和７年３月１日現在（前月比）

　

　　

総人口 ６，２５５人（－２８）

男　性 ２，９７４人（－２４）

女　性 ３，２８１人（－　４）

世帯数 ２，９９３戸（－１１）

地域おこし協力隊からの話題地域おこし協力隊からの話題 vol.8

産業課　観光係　所属

光澤　大志

２０２３年４月に着任

小国町内で働く地域おこし協力隊の活動を紹介します。

【空を泳ぐ沢山の鯉のぼり】

【活動内容】

 杖立地区で活動している光澤です。普段は、杖立

温泉旅館組合で事務経理作業を一手に引き受けて働

いています。

　今年も杖立では鯉のぼり祭が開催されます。例年

多くの来場者にお越しいただいておりますが、近年

ゴールデンウイーク期間中の渋滞が課題となってい

ます。そこで、今年は渋滞対策のため思いきってお

祭の時期を前倒しし、3/25( 火 ) ～ 4/24( 木 ) に開

催することになりました。

　春休みが始まってすぐから鯉のぼり祭を楽しめる

ため、普段は町から離れているお子さんやお孫さん

にも、ぜひ小国町に帰ってきて鯉のぼり祭を楽しん

でいただければ幸いです。

　もちろん、小国町民の皆様にも楽しんでいただき

たいので、ぜひ、鯉のぼり祭にお越しください！！

日本トップクラスの歴史と

鯉のぼりの数を誇る杖立温

泉鯉のぼり祭。SNS 映え間

違いなしなので、ぜひ、お

越しいただいて写真にお納

めください！！

私は観光案内所におります

ので、ぜひ、遊びに来てく

ださい。

「ＳＤＧｓの日　開催」


